
R700 V2 (R700 Revision2) 初回起動時の注意点と Web UI や ItemTest のログイン方法

R700 表示シール（例）

この資料ではリーダライタ R700 V2 (R700 Revision2) の初回起動時の注意点と
Web UI や ItemTest のログイン方法をご説明いたします



R700 V2 (R700 Revision2)初回起動時の注意点

■ リーダライタのデフォルト設定
IPアドレスのデフォルト（工場出荷時）は 「169.254.1.1」 (DHCP) です

 インターフェースのデフォルト（工場出荷時）は 「IoT Device Interface」です

■ 新パスワードの設定
リーダライタは初回起動時に、８文字以上の新パスワードの設定が必要です

  Web UI や ItemTest には、設定した新パスワードを使って入ります

■ 電源
R700 V2 の電源はPoE+ (IEEE802.3at)のみとなります （IEEE802.3af は使用できません）

■ ファームウエア
ファームウェアバージョン 10.0 および 10.1 は、R700 V1と互換性がありません

  R700 V1、および R700 V2 を混在して使用するシステムでは、 R700 V1と
互換性があるファームウェアバージョン 10.3 を使う必要があります

    また、ファームウェアのダウングレードは不可となります



Web UI



Web UI  に入る

■ ブラウザのアドレスバーにリーダライタのMACアドレスの下位３桁を入力し Web UI を開きます
例） ＭＡＣアドレスが 00:16:25:17:50:81 の場合 impinj-17-50-81 と入力します

← アクセスする



Web UI  で新パスワードを設定

→ impinj

変更後のパスワード（8文字以上）を入力

例）impinj1113

デフォルトのパスワード impinj

■ ユーザー名「root」、パスワード「impinj」でログインすると、パスワードの変更を要求されます



Web UI  に新パスワードでログイン

変更後のパスワードを入力

■ 新しいパスワードでログインします



Web UI で IPアドレスを変更できます

eth0 をクリックして、 IPV4 ConfigurationメニューからIPアドレスを変更します

（例）
Static

192.168.220.111

変更後、Reboot

■ Networkメニューで、IPアドレスを変更できます



IPアドレスの変更後のＰＣのネットワーク設定 （例）

■ IPアドレス変更後は、変更したIPアドレスに合わせ、PCのネットワーク設定も変更します



IPアドレスの変更後のWeb UI 画面 （例）

LLRP Interface の場合
IoT Device Interface の場合

■ 変更したIPアドレスでログインした Web UI 画面の例です



ItemTest



ItemTest に新パスワードでログイン

← 新パスワードを入力

■ Impinj ItemTest Softwareのリンクから最新の ItemTest をPCにインストールし、新しいパスワードでログインします

← Host Name は IPアドレス



ItemTest のレポート例

■ ItemTest でのタグの読み取り結果の例です
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